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論 文 内 容 の 要 旨
高知県下でカンキツ類に寒害の発生したときの天候状態を過去にさかのぼって調べると, たいてい冬季
に雨が極端に少な( 快晴日が相当期間続いた後に, 目鼻低気温が -5oCを以下に3 日以上にわたり下降し
ている｡ したがって, この種の寒害の発生には極端な低温とはなはだしい水分不足が関係していることが
予想される｡
カンキツ類の苗木を人工的に1時間に 1oC以下の下降速度で徐々に冷却すると, いずれの種類も -40
ないL -5oCで枝が凍り始め, 葉柄, 中肋を経て菓身が凍った｡ かようにして -60 ないし -7oCまで





ある｡ 事実, 夜間に凍結させ昼間に目なたに出す冷却処理を数日間行なうと, 葉は蒸散量を著しく増し,
ついにははなはだしく萎潤し, ときには落葉した｡ したがって, 冷劫処理を行なう直前に, 土壌に潅水し
たり, 枝葉に蒸散抑制剤 (O E D グリ- ン1 - 2 % 液) を散布しておくと, 被害をかなり軽減することが
できた｡
種類問の耐凍性をみると, ダイダイ, 温州ミカンが強く, ついで文且, ハツサク, 日向夏ミカン, レモ
ンであり, オレンジ, 夏ミカンは弱かった｡ 台木ではカラタチがユズよりも強く, これに接いだ温州ミカ
ンも同じ傾向を示した｡ 恒温で冷却すると, 夏ミカンの葉は -7oC, 温州ミカンの葉は - 10oCの短時間
処理で容易に凍結した｡ し一た糖液を用いた原形質分離法で葉の浸透圧を比較すると, カラタチ1.5モル,
ユズ1.4モル, ダイダイおよび温州ミカン1.3モル, 夏ミカン1.0モル, オレンジ類1.0-0.9モルで原形
質分離を始め, 耐凍性の強いものほど浸透圧が高かった｡
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そこで, ll-12月に温州ミカンの苗木を, 夜間に -1-OoCに冷却し昼間に戸外に出す寒冷処理を行な
うと, 菓内のでん粉が減り糖が増し細胞の浸透圧が高まり耐凍性が強くなった｡ その程度は -1-OoCに
遭遇した時間に比例し, 温州ミカンでは100時間を越えると, 急速に耐凍性が強くなった｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年, わが国の果樹園芸界においては, 温州ミカンや夏ミカンの増殖がきわめて盛んである｡ しかしな










であるから, 植物体はいっそう極端な生理的乾燥に陥り枝葉は萎凋し, ついには落葉することになる｡ し
たがって, 対策としては凍結直後に朝の陽光の直射を受けないような地形を選ぶ,ことであるが, 予め土壌
潅水したり, 枝葉に蒸散抑制剤を散布することによってある程度被害を軽減し得ている｡
第 3には, カンキツ類の種類間の耐凍性を調べ, その強弱が組織の細胞浸透圧の高低と密接な関係にあ
ることをみている｡ したがって, 細胞浸透圧を高めるような肥培管理や, ll-12月に -1-OoC程度の寒
冷にしばしば (100時間以上) 遭遇することによるhardening(バードニング) の重要性を強調している｡
以上が本論文の概要であるが, 園芸学ならびに果樹栽培の進歩に寄与するところがきわめて大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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